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お
く
や
み

はぴ
はぽ

　

久
々
に
革
靴
を
履
い
た
ら
さ
っ
そ

く
尻
餅
を
つ
き
、
冬
用
ブ
ー
ツ
の
あ

り
が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
協

力
隊
の
山
内
で
す
。

　

出
張
出
張
ま
た
出
張
！

　

ま
だ
秋
田
県
民
１
年
生
で
す
が
、

冬
の
寒
さ
や
道
の
凍
り
具
合
に
も
だ

ん
だ
ん
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
先
月
は
、
あ
っ
ち
へ
行
っ

た
り
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
、
と
に
か

く
出
張
続
き
で
し
た
。

　

ま
ず
、
２
月
４
日
に
は
東
京
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
。

２
月
８
・
９
日
に
は
青
森
県
弘
前
市

で
観
光
ガ
イ
ド
全
国
大
会
。
そ
し
て

２
月
22
日
に
は
宮
城
県
仙
台
市
で
地

域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

会
。
さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
続
く
と
ち

ょ
っ
と
疲
れ
ま
し
た
。

　
「
会
議
・
研
修
会
っ
て
何
な
の
？
」

「
い
っ
た
い
何
し
て
る
の
？
」
と
よ

く
聞
か
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の

意
義
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
話
し

て
お
き
ま
す
ね
。

　

会
議
・
研
修
会
の
意
義
と
は

　

会
議
や
研
修
会
は
知
識
を
得
る

場
、
他
地
域
の
事
例
を
持
ち
帰
る
場

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
は
そ

う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
知
識
や
他
地
域
の
事
例

を
持
ち
帰
る
こ
と
も
大
事
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
一

番
で
は
な
い
し
、
お
そ
ら
く
参
加
す

る
ほ
と
ん
ど
の
方
に
と
っ
て
も
、
違

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ

ト
が
そ
の
最
た
る
例
で
す
が
、
間
違

い
な
く
会
議
・
研
修
会
の
意
義
は
交

流
に
こ
そ
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
地
域
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の

課
題
は
多
種
多
様
に
渡
り
、
地
域
住

民
や
移
住
者
だ
け
で
は
如
何
と
も
し

難
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
に
、
０
か
ら
地
域
が
必
要
と
す
る

人
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
と

す
る
よ
り
は
、
も
と
も
と
繋
が
っ
て

い
た
方
が
課
題
解
決
の
時
間
が
早
い

の
は
明
ら
か
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら

様
々
な
会
議
や
研
修
会
に
出
席
し

て
、
県
内
外
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

地域おこし協力隊全国サミット
交流会の様子 第25回
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岱
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﹈
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カ
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台
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潟
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キ
ヨ
ヱ

神　
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（
小
手
萩
）

　
　
　
　

亡　
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ヨ　

シ
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三　

（
小
入
川
）

　
　
　
　

亡　

妻　

節　

子

菊　

地　

ま
ゆ
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（
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浦
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亡　
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八
代
祐
子

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
は
っ
ぽ
う
２
月
号
17
ペ
ー

ジ
「
戸
籍
の
窓
」
の
中
で
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り

訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

【
誤
】
渡
辺　

尊

【
正
】
渡
部
　
尊

2月

（
２
月
28
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口
　
７
，
３
２
８
人（
13
人
減
）

　

●
男　

３
，
４
４
６
人（
４
人
減
）

　

●
女　

３
，
８
８
２
人（
９
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

０
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

９
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

５
人

■
世
帯
数

　
　
　
３
，１
０
６
世
帯（
２
世
帯
減
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
外
国
人
を
含
む
）

ＪＲからのお知らせ

岩館駅の窓口営業終了について
　五能線岩館駅の窓口営業が、平成30年３月31日を
もって終了することとなりました。
　４月以降は、駅係員が終日不在となります。また、
列車利用の際、運賃は降車する駅又は車内で支払う
ことになります。
　なお、列車遅延時の状況については、放送案内の
ほか、スマートフォン等の携帯端末で確認ができま
す。
　ご利用者の皆さ
まには、ご理解とご
協力をお願いいた
します。

■問合せ先　東日本旅客鉄道株式会社　秋田支社
　営業企画課　橋本・山本（真）
　☎018－832－4005

タクシー運行の
終了について

　町では、平成28年度からタクシー事

業者に補助金（赤字補てん）を交付し、

八森駅に常駐させることで公共交通の

確保を図ってまいりましたが、利用者

も少ないことから、平成30年３月31日

をもって補助事業を終了し、八森駅に

常駐していたタクシーも町から撤退と

なります。

　タクシーをご利用いただいている皆

様にはご不便をおかけしますが、ご理

解とご協力をお願いいたします。

2018年度版　心といのちのカレンダーについて
　2018年度版心といのちのカレンダーを配布しておりますが、
「つながり・ささえあい“ぶなりんホットライン”相談窓口一
覧」のページに一部誤りがありました。左上の表示が「2017年度
版」となっておりますが、正しくは「2018年度版」です。内容は
2018年度のものとなっておりますので、そのままお使いくださ
い。訂正するとともにお詫び申し上げます。

■問合せ先　八峰町福祉保健課　健康推進係　☎76－4608
■問合せ先　八峰町企画財政課

　☎76－4603

い
か
ん

さきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。

八峰町峰浜高野々　TEL76－2019

今月の　　情報

お彼岸の準備は
おらほの館で
どうぞ

干もち

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）


